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他のANXファミリー主要メンバーの発現はミクログリアには見られなかった。神経損傷時、損傷神経細胞から放
出されるATPは、ミクログリアに対し細胞内Ca2+濃度の上昇や運動能の上昇を引き起こす活性化因子であると考
えられている。そこで、培養ミクログリアをATPで刺激した。その結果、ANX IIIがミクログリアのラッフリン
グした細胞膜（葉状仮足）に集積することを明らかにした。また、ANX IIIはCa2+依存的にアクチン線維に結合
することも証明した。以上の結果から、本論文はANX IIIが活性化ミクログリアの葉状仮足においてアクチン骨
格制御に関与することを示唆している。さらに、葉状仮足は細胞移動に必須な構造であることから、活性化ミ
クログリアの損傷神経細胞に対する遊走やその細胞体を取り囲む形態変化にANX IIIが関与することで、末梢神
経再生に重要な役割を果たしている可能性が高いことを示している。 
 本研究は、活性化ミクログリアにおいて特異的に発現する分子としてANX IIIを同定するとともに、その機能
解析を通じて、末梢神経損傷後のミクログリア応答の分子機構の一端を解明したと考えられる。本研究内容を
総合的に判断した結果、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定した。 
